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2003 年度生態史プロジェクト報告書

人類生態班　Ｃ

母子健康・栄養研究グループ　2004 年度調査計画
村山伸子

１．目的

1］ 乳幼児を中心に、小児の健康・栄養状態と関連要因を明らかにする

2］ 今後、縦断的にモニタリングしていくベースラインデータとする

3］ ラオスの小児の栄養状態の評価法の検討をする

２．対象

調査対象とする３地域　2004 年度はそのうち、１地域（サバンナケット）

成人調査と同様の村の０～５歳の乳幼児全数（人数未定）

３．調査項目と方法

４．現地調査日程

2004 年　8 月～ 9 月　 調査依頼と通訳等の調整　（村山）

2004 年　10 月末～ 11 月　現地調査　（村山、夏原、学生 3 人）

研究チーム
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研究者

村山伸子（新潟医療福祉大学・健康栄養）

鈴木琴子（東邦大学・看護）

夏原和美（東京大学・人類生態）

顧問：大塚先生（東京大学・人類生態）

研究協力者

新潟医療福祉大学　学生３名（斎藤公ニ、斎藤弓絵、鈴木真美子）

＊現地調査では、現地調査協力者（小児科医、通訳など）をお願いしたい

＊縦断的な研究のため、現地の研究者との共同研究を希望
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